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は じ め に

 福井県および日本原子力発電株式会社、関西電力株式会社、国立研究開

発法人日本原子力研究開発機構は、福井県環境放射能測定技術会議が定め

た「原子力発電所周辺の環境放射能調査報告（計画書）」に基づき、原子

力発電所周辺の環境放射線監視を実施しています。 

 ２０２２年１０月から１２月までの第３四半期の監視結果を、

２０２３年２月に開催した第２７１回福井県環境放射能測定技術会議に

おいて詳細に検討しました。

本報告書はこれら検討結果をとりまとめたものです。 
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１  調査結果 

福井県環境放射能測定技術会議は、第 271 回定例会議において、「2022 年度調査計画

書（ＦＥＲＣ第 54 巻６号）」に基づき、表１-１のとおり 2022 年 10 月～12 月の調査を

行い、結果について検討を行った。 
 

表１-１ 今期の調査件数 

空間放射線量 線量率（連続） 97地点 

 積算線量 27地点 

放射能 浮遊じん（連続） 11地点 

 環境試料 330試料 

 
調査結果を要約すれば、以下のとおりである。 

① 空間放射線量測定結果 

・空間放射線量率の連続測定および積算線量の測定において、県内原子力発電所に

起因する線量上昇は観測されなかった。 

（表３-３-１(p.31～p.44)、表３-３-２(p.45～p.46)参照） 

 

② 放射能測定結果 

・浮遊じんの放射能の連続測定では、県内原子力発電所に起因する変動は観測され

ず、いずれも天然放射能のレベルであった。 

（表３-３-３(p.47～p.48)参照） 

・海産食品の全ての試料からセシウム-137が検出されたが、環境安全上問題となるレ

ベルに比べてはるかに低い濃度であった。 

・陸土、海水、および海底土の一部試料からセシウム-137が検出されたが、これまで

の検出実績と比べて特に大きな変動は認められなかった。 
・検出されたセシウム-137は県内原子力発電所に起因するものではなく、過去の核実

験フォールアウトが主要因と考えられる。 
                    （表３-３-４(p.49～p.60)参照） 

・大気中水分の一部試料から県内原子力発電所の放射性廃棄物管理放出に伴うトリ

チウムが検出されたが、いずれも環境安全上問題となるレベルと比べてはるかに

低い濃度であった。 

・雨水および海水の一部試料から県内原子力発電所の放射性廃棄物管理放出に伴う

トリチウムが検出されたが、これまでの検出実績と比べて特に大きな変動は認め

られなかった。 

                    （表３-３-５(p.61～p.65)参照） 

 

したがって、今期の調査結果において、県内原子力発電所に起因する環境安全上の問題

となる影響は認められなかった。 
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２ 測定結果の概要 

（１）空間放射線量測定結果 

①空間放射線量率の連続測定 

空間放射線量率連続測定（97地点）において観測された「月間の平均値＋標準偏差

（σ）の３倍（p.18(１)参照）」を超える線量率の上昇は、表 ２-１に示したよう

に、全て降雨（降雪含む）によるものであった。その他、これら以外の上昇は無く、

県内原子力発電所に起因する空間放射線量率上昇は観測されなかった。 

図 ２-１に各測定地点の今期の空間放射線量率測定結果を示す。図には、１時間値

をもとに算出した３ヶ月間の平均値および最低値～最高値の範囲を示している。 

（表 ３-３-１（p.31～p.44）参照） 

 

  表 ２-１ 「平均値＋３σ」を超えた原因とその時間数   （単位：時間） 

地区 (地点数) 
 原  因  

降 雨 降雨以外 発電所 

敦賀  (22)  2～24 0 0 

白木  ( 7) 11～22 0 0 

美浜  (13) 11～26 0 0 

大飯  (17) 11～28 0 0 

高浜  (15) 12～27 0 0 

広域  (23)  1～28 0 0 

（注１）上記の評価は１時間値をもとに行った。 

（注２）表中の時間数は、各地点で月ごとに集計し「平均値＋３σ」を超えた時間数の最低～最高

を示す。 
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② 積算線量（３ヶ月積算値） 

今期の積算線量測定結果を「測定値の取扱い(p.18(２)参照)」により評価した結果、

県内原子力発電所に起因する線量上昇は観測されなかった。図 ２-２に各測定地点の

積算線量測定結果を示す。 

（表 ３-３-２(p.45～p.46)参照） 
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（２）放射能測定結果 

① 浮遊じん放射能の連続測定 

原子力施設からの予期しない放射性物質の放出の早期検出および周辺環境への影

響評価を目的とした今期の浮遊じん放射能連続測定の結果、発電所に起因する人工

放射性核種を監視する指標としているベータ／アルファ放射能濃度比では、県内原

子力発電所に起因する変動は観測されなかった。また、ベータ放射能濃度およびアル

ファ放射能濃度は、いずれも天然放射能のレベルであった。 

（表 ３-３-３(p.47～p.48)参照） 

 

② 環境試料中のガンマ線放出核種の放射能分析 

ア）周辺住民等の被ばく線量の推定および評価を目的とした項目 

大気、陸水、農畜産物（大根葉、精米、原乳）、指標植物（ヨモギ）および

海産食品（魚類）を調査した。このうち海産食品（魚類）の全ての試料からセ

シウム-137が検出されたが、過去５ヶ年実績の範囲内であり、環境安全上問題

となるレベルに比べてはるかに低い濃度であった。 

 

イ）環境における放射性物質の蓄積状況把握ならびに原子力施設からの予期しない

放射性物質の放出の早期検出および周辺環境への影響評価を目的とした項目 

指標植物（松葉）、陸土、降下物、指標海産生物、海水および海底土を調査

した。このうち陸土、海水および海底土の一部試料からセシウム-137が検出さ

れたが、過去５ヶ年実績の範囲内であり、これまでの検出実績と比べて特に大

きな変動は認められなかった。 

 

なお、いずれも県内原子力発電所に起因するものではなく過去の核実験フォールア

ウトが主要因と考えられる。 

表２-２に試料ごとに今期検出されたセシウム-137 の検出範囲を示す。 

 （表３-３-４(p.49～p.60)参照） 
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表 ２-２ 今期のセシウム-137分析結果 

単位:浮遊じん(mBq/m3)､原乳(Bq/L)、降下物(Bq/m2)､陸水･海水(mBq/L)､その他(Bq/kg)  

地区・期間 

試 料  

敦賀 白木 美浜 

今期 17～21年度 今期 17～21年度 今期 17～21年度 

浮 遊 じ ん － － － － － － 

陸   水  

 

 － － － － 

農畜産物(大根葉) － － － － － － 

農畜産物(精米)* － 0.1   － － 

農畜産物(原乳)     － － 

指標植物(ヨモギ) － ND～0.4 － ND～0.2 － ND～0.7 

指標植物(松葉) － － ／ － － － 

陸   土 1.1～11 0.8～25 ND～1.2 

 

ND～1.7 1.6～2.8 0.8～7.7 

降 下 物 － － － － － － 

海産食品(魚類) 0.1～0.2 ND～0.3 0.1 0.1～0.2 0.1 0.0～0.2 

 〃（無脊椎動物） ／ ND～0.0 ／ ND～0.0 ／ ND～0.0 

 〃（海藻類） ／ － ／ － ／ － 

指標海産生物 － ND～0.1 － － － ND～0.1 

海   水 ND～1.9 ND～2.2 ND～1.8 ND～2.4 ND～1.2 ND～2.8 

海 底 土 ND～2.8 ND～3.2 － － ND～6.6 ND～9.4 

 
地区･期間 

試 料      

大飯 高浜 広域 

今期 17～21年度 今期 17～21年度 今期 17～21年度 

浮 遊 じ ん － － － －   

陸   水 － － － －   

農畜産物(大根葉) － － － －   

農畜産物(精米) * － － － －   

農畜産物(原乳)       

指標植物(ヨモギ) － － － ND～0.1 － ND～0.1 

指標植物(松葉) － － － － － － 

陸   土 1.5～1.6 0.9～3.0 1.2～3.2 ND～4.7 1.5 1.1～18 

降 下 物 － － － － － ND～0.1 

海産食品(魚類) 0.2 ND～0.2 0.2 ND～0.1   

 〃（無脊椎動物） ／ ND～0.1 ／ ND～0.0   

 〃（海藻類） ／ － ／ －   

指標海産生物 － － － ND～0.1 － ND～0.1 

海   水 ND～1.8 ND～2.3 ND～2.6 ND～2.8 1.4 1.4～2.1 

海 底 土 ND～3.0 ND～3.3 ND～1.5 ND～2.2   

（注１）実績欄の値は、対象となる試料の過去５ヶ年全ての測定結果を地区ごとに集計したものである。 

（注２）「／」は今期調査対象外、「ND」または「－」は検出限界値未満、「0.0」は 0.05未満で検出限界値以上の測定値である

ことを示す。 

＊ 過去実績は調査を開始した 2019年度～2021年度のみ。  
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③ 環境試料中のトリチウムの放射能分析

ア）周辺住民等の被ばく線量の推定および評価を目的とした項目

大気中水分および陸水を調査し、このうち大気中水分の一部試料からは、県

内原子力発電所の通常の放射性廃棄物管理放出に伴うトリチウムが検出された

が、環境安全上問題となるレベルと比べて、はるかに低い濃度であった。

イ）環境における放射性物質の蓄積状況把握ならびに原子力施設からの予期しない

放射性物質の放出の早期検出および周辺環境への影響評価を目的とした項目

雨水および海水を調査し、いずれも一部試料から、県内原子力発電所の通常

の放射性廃棄物管理放出に伴うトリチウムが検出されたが、これまでの検出実

績と比べて特に大きな変動は認められなかった。

表 ２-３に、試料ごとに今期検出されたトリチウムの検出範囲を示す。 

(表３-３-５(p.61～p.65)参照) 

    表 ２-３ 今期のトリチウム分析結果

地区･期間 

試料  

敦賀 白木 美浜 

今期 17～21年度 今期 17～21年度 今期 17～21年度 

大気中水分 0.7 ～ 3.2 ND ～ 3.6 0.5 ～ 1.5 ND ～ 1.8 0.8 ～ 2.7 0.7 ～ 3.0 

陸 水 0.8 ND ～ 1.1 0.7 ～ 0.8 ND ～ 1.2 

雨  水 0.5 ～ 0.8 0.5 ～ 1.9 ND ～ 0.9 ND ～ 1.8 0.8 ～ 1.5 0.5 ～ 2.5 

海  水 ND ～ 15 ND ～ 20 ND ～ 0.6 ND ～ 1.1 ND ～ 0.4 ND ～ 3.7 

地区･期間 

試料  

大飯 高浜 広域 

今期 17～21年度 今期 17～21年度 今期 17～21年度 

大気中水分 1.2 ～ 2.0 0.7 ～ 6.2 1.7 ～ 8.1 1.1 ～ 12 ND ～ 0.6 ND ～ 1.6 

陸 水 0.5 ND ～ 1.3 0.6 ～ 0.9 ND ～ 1.1 

雨  水 1.2 0.7 ～ 3.0 0.8 ～ 4.8 0.5 ～ 7.3 － ND ～ 1.2 

海  水 ND ～ 0.6 ND ～ 5.8 ND ～ 0.9 ND ～ 12 1.1 －

（注１）実績欄の値は、対象となる試料の過去５ヶ年全ての測定結果を地区ごとに集計したものである。 

（注２）「／」は今期調査対象外、「ND」または「－」は検出限界値未満であることを示す。 

（参考）成人の預託実効線量が 0.05 ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄとなる大気および食品中の核種濃度 

（単位：大気（mBq/m3）、飲料水・牛乳(Bq/L)、その他（Bq/kg生)） 

大気 飲料水 葉菜 穀類 牛乳 魚類 
無脊椎 

動物 
海藻類 

  137Ｃｓ 160 4.0 110 25 53 53 530 260 

３Ｈ 
340,000 

〔34,000〕 
2,900 33,000 7,800 16,000 16,000 160,000 82,000 

１日あたり

の摂取量 
22.2 m3 2.65 L    100 g 420 g 200ml 200 g 20 g    40 g 

・１核種のみが一定濃度で存在したと仮定し、1日当たり摂取量を 1年間摂取し続けた場合の大気および食品中の放射能濃度。

・１日当たり最下段の量を１年間摂取し続けるとした場合の濃度。海藻や葉菜の保存後の放射能の減衰は考慮されていない。

・大気、飲料水以外のトリチウムは有機結合型トリチウムとした場合の値。

・〔 〕の濃度は、年間の平均水分量を 10mL/m3と仮定して算出したものであり、単位は Bq/Lである。

（単位：Bq/L）
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３  資料 
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（１）調査方法

① 調査期間： 2022年 10月～2022年 12月

② 調査機関および測定項目

県  (Ａ)： 線量率（連続）、積算線量、浮遊じん（連続）、大気中ヨウ素-131、浮遊じん、陸水、  

農畜産物、指標植物、陸土、降下物、海産食品、指標海産生物、海水、海底土、大気中  

水分、雨水 

原電(Ｂ)： 線量率（連続）、積算線量、浮遊じん、指標植物、陸土、降下物、海産食品、 

指標海産生物、海水、海底土、大気中水分、雨水 

関電(Ｃ)： 線量率（連続）、積算線量、浮遊じん、指標植物、陸土、降下物、海産食品、 

指標海産生物、海水、海底土、大気中水分、雨水 

機構(Ｄ)： 線量率（連続）、積算線量、浮遊じん、陸土、降下物、海産食品、指標海産生物、海水、 

海底土、大気中水分、雨水 

③ 調査件数

空間放射線量 線量率（連続） ９７地点 

積算線量 ２７地点 

放
射
能

浮遊じん（連続） １１地点 

環
境
試
料

ガンマ線放出 

核種分析 

大気中ヨウ素-131（粒子状） ２１試料 

〃 （ガス状） ２１試料 

浮遊じん   ４５試料 

陸 水（水道水）   ７試料 

農畜産物（大根葉） ５試料 

農畜産物（精米） ４試料 

農畜産物（原 乳） １試料 

指標植物（ヨモギ） ６試料 

指標植物（松 葉） ５試料 

陸 土 １１試料

降下物 ３３試料 

海産食品（魚類） ８試料 

指標海産生物（ホンダワラ） １９試料 

海 水 １７試料

海底土   ４１試料 

トリチウム分析 大気中水分  ４２試料 

陸 水（水道水）   ７試料 

雨 水 １１試料 

海 水 ２６試料 

合計 ３３０試料 

④ 測定器： 2022年度原子力発電所周辺の環境放射能調査計画書に記載のとおり。

⑤ 測定法： 2022年度原子力発電所周辺の環境放射能調査計画書に記載のとおり。
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（参考） 測定値の取扱いについて 

（１) 空間放射線量率連続測定 

① 空間放射線量率は「空気吸収線量率」とし、「nGy/h」で表す。 

② 測定値は小数点以下第１位までとし、第２位を四捨五入する。 

③ リアルタイムに収集された 10分値や１時間値を確認する。収集したデータに対して

はシステムによる自動チェックのほか、職員による詳細な確認を行う。 

④ 測定結果を確認し、平常の変動幅を超えた場合は、降雨・発雷等の気象状況、近接局

の結果、放射線のエネルギー 情報等を確認し、変動原因を調査する。 

⑤ 平常の変動幅は、各月の「平均値＋３×標準偏差」とする。 

⑥ 報告書では、測定値から算出した１時間値を報告する。また、調査地点ごとに各月の

最高値、最低値、平均値および標準偏差を記載し、変動原因を報告するとともに、原子

力施設からの影響が確認された場合には、その状況を報告する。 

⑦ 変動原因の報告において「降雨」とする条件は基本的に以下の場合とし、気象観測 

装置の設置状況等を考慮して総合的に判断する。 

(a) 雨量計（0.5 mm以上）の指示値があった場合、指示開始１時間前から指示終了後

２時間までを「降雨あり」とする。 

(b) 感雨計の指示があった場合、指示開始から終了後１時間までを「降雨あり」とす

る。 

(c) 空間放射線量率測定地点で気象観測をおこなっていない地点では、近接局の雨量

計または感雨計の指示値により「降雨あり／なし」を判断する。 
 

 (２) 積算線量測定 

 ① 積算線量は「空気吸収線量」を、「mGy/92日」 単位に換算する。 

② 測定値は、小数点以下第３位まで表示し、第４位を四捨五入する。 

 ③ 測定結果を確認し、平常の変動幅を超えた場合は、周辺環境の変化、降雨・発雷等の

気象状況等を確認し、原因を調査する。 

 ④ 平常の変動幅は、地点ごとに、過去５ヶ年実績から求める「平均値±３×相対標準

偏差×平均値」とする。なお、相対標準偏差は、過去の平均的な値である 3.5％とする。

ただし、自然放射線の変動等でこの平均的な変動範囲を上回る固有の変動幅がある地

点（蓄積データが２年に満たない地点を除く）については、地点ごとに求めた過去５

ヶ年の標準偏差を用いる。 

 

（３) 浮遊じん放射能の連続測定 

① 浮遊じん放射能は、「べータ(β)放射能濃度」および「アルファ(α)放射能濃度」な

らびにこれらから算出した「β／α放射能濃度比」を対象とし、濃度は「Bq/m３」、濃度比

は「％」で表す。 

② 測定値は小数点以下第１位まで、濃度比は整数とし、それぞれその次の位を四捨五

入する。 

③ リアルタイムに収集された 10分値や３時間値を確認する。収集したデータに対して

はシステムによる自動チェックのほか、職員による詳細な確認を行う。 

 ④ 測定結果を確認し、β／α放射能濃度比が平常の変動幅を超え、β放射能濃度が高

いデータについては、風速等の気象状況、近接局の結果、空間放射線量率等を確認し、

変動原因を調査する。 

 ⑤ 平常の変動幅は、各月の「平均値＋３×標準偏差」とする。 

 ⑥ 報告書では、測定のサイクルである３時間値を報告する。また、調査地点ごとに各

月の最高値、最低値、平均値および標準偏差を記載し、変動原因を報告するとともに、

原子力施設等からの影響が確認された場合には、その状況を報告する。   
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【参考】浮遊じん放射能が天然放射性核種のみの場合、放射能濃度は通常 0.1～数 10 Bq/m3程度変

化するが、β／α放射能濃度比はほぼ一定である。一方、主にβ線放出核種である発電所由来の

人工放射性核種がこれに加わった場合、β／α放射能濃度比は高くなる特徴を持っている。 

 

（４) ゲルマニウム半導体検出器によるガンマ線放出核種分析 

 ① 環境試料中の放射性物質の濃度は、放射能濃度「Bq/kg」、「Bq/Lまたは mBq/L」等で

表す。 

② 放射性物質は、放射能濃度がその誤差の３倍以上であるとき「検出」とみなす。 

 ③ 測定値は、有効数字２桁または各表示単位の小数点以下第１位までとし、それぞれ

次の位を四捨五入する。 

④ 測定結果を確認し、放射能濃度が平常の変動幅を超えた場合は、周辺環境の変化等

を確認し、原因を調査する。なお、各種環境試料中の放射能濃度については、試料の種

類によっても、また核種や環境条件によっても異なるため、関連する核種（例えばセシ

ウム-137の場合はセシウム-134）の有無等も考慮し、起源を判断する。 

 ⑤ 平常の変動幅は、地点ごとに、過去５ヶ年実績の最大値とする。 

 

（５) トリチウム分析 

 ① トリチウムの濃度は、放射能濃度「Bq/L」として表す。 

 ② トリチウムは、放射能濃度がその誤差の３倍以上であるとき「検出」とみなす。 

 ③ 測定値は、有効数字２桁または各表示単位の小数点以下第１位までとし、それぞれ

次の位を四捨五入する。 

 ④ 測定結果を確認し、放射能濃度が平常の変動幅を超え、発電所の寄与が考えられる

場合は、周辺環境の変化等を確認し、原因を調査する。 

⑤ 平常の変動幅は、地点ごとに、過去５ヶ年実績の最大値とする。 
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（２）調査地点

 

敦 

賀 

地 

区 

立  石 Ａ ☆（八坂神社）   (１) 

浦    底 Ａ ☆（明神寮下県道脇）   (２) 

敦  賀 Ａ   (福井県敦賀合同庁舎）  (３) 

東  郷 Ａ   (旧咸新小学校）     (４) 

粟  野 Ａ  （黒河小学校）       (５) 

立  石 Ｂ  （集落入口県道脇） (６) 

立石山頂 Ｂ  （山頂付近）   (７) 

ふげん北 Ｄ  （北敷地境界付近）      (８) 

ふげん西 Ｄ   (西敷地境界付近）      (９) 

猪 ケ 池 Ｂ    （敦賀原子力館下）     （10) 

水 試 裏 Ｂ  （水産試験場裏）     (11) 

浦    底 Ｂ  （県道脇・剣神社西）    (12) 

色 ケ 浜 Ｂ  （白山神社）    (13) 

縄  間 Ｄ (西浦駐在所横）    (14) 

赤  崎 Ｄ (赤崎区民センター) (15) 

五  幡 Ｂ  （東浦公民館）    (16) 

阿  曽 Ｄ  （東浦体育館)  (17) 

杉  津 Ｂ  （東浦小中学校下国道脇）(18) 

大  良 Ａ  （道の駅河野）          (19) 

河  野 Ａ    （南越前町河野総合事務所）  (20) 

板  取 Ａ  （今庄３６５スキー場）  (21) 

甲 楽 城 Ｂ  （河野小学校前)      (22) 

白 

木 

地 

区 

白  木 Ａ ☆ (白木公民館東県道脇)   (１) 

白 木 峠 Ａ ☆（旧道市町境)      (２) 

白 木 Ⅰ Ｄ  （北東敷地境界）      (３) 

白 木 Ⅱ Ｄ  （東南東敷地境界）    (４) 

白 木 Ⅲ Ｄ  （南南東敷地境界） (５) 

白 木 Ⅳ Ｄ    （南西敷地境界）  (６) 

松 ケ 崎 Ｄ  （松ヶ崎） (７) 

美 

浜 

地 

区 

丹  生 Ａ  ☆（丹生バス停）     (１) 

竹  波 Ａ ☆（竹波区内公園）     (２) 

坂  尻 Ａ    （坂尻ﾄﾝﾈﾙ東側出口南）  (３) 

久 々 子 Ａ    （美浜町総合体育館）    (４) 

奥  浦 Ｃ  （奥浦公園奥）       (５) 

丹  生 Ｃ  （丹生診療所）   (６) 

丹 生 寮 Ｃ  （関電丹生寮）   (７) 

竹  波 Ｃ  （高那弥神社） (８) 

菅  浜 Ｃ  （農業構造改善センター）  (９) 

佐  田 Ｃ  （美浜東小学校）      (10) 

郷  市 Ｃ  （美浜町役場）      (11) 

早  瀬 Ｃ  （水無月神社）      (12) 

日  向 Ｃ  （日向漁業センター）    (13) 

☆印の地点では、浮遊じんの放射能の連続測定を行っている

 

大 

飯 

地 

区 

宮  留 Ａ  ☆（袖ヶ浜海水浴場）    (１) 

日 角 浜 Ａ  ☆（大島小学校） (２) 

長  井 Ａ  （地区ｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙ場横）    (３) 

佐 分 利 Ａ  （きのこの森）   (４) 

宮  留 Ｃ  （ｴﾙﾊﾟ-ｸ大飯）     (５) 

日 角 浜 Ｃ  （旧大島公民館） (６) 

本  郷 Ｃ （おおい町役場）     (７) 

鹿    野 Ｃ  （佐分利小学校）     (８) 

川  上 Ｃ  （川上公民館）      (９) 

小    浜 Ａ  （小浜市役所）     (10) 

阿 納 尻 Ａ  （内外海小学校）     (11) 

口 名 田 Ａ  （小浜市総合運動場） (12) 

遠  敷 Ａ  （福井県若狭合同庁舎）    (13) 

加  斗 Ｃ （加斗小学校） (14) 

小    浜 Ｃ  （小浜市営野球場） (15) 

西  津 Ｃ （西津小学校） (16) 

堅   海 Ｃ （県栽培漁業センター）    (17) 

高 

浜 

地 

区 

音  海 Ａ  ☆（旧音海小中学校）  (１) 

小 黒 飯 Ａ  ☆（集落北県道脇） (２) 

神 野 浦 Ａ  ☆（気比神社）     (３) 

山  中 Ａ  （内浦小中学校）      （４) 

三  松 Ａ  （JR三松駅）     (５) 

音  海 Ｃ （音海漁港奥）   (６) 

田 ノ 浦 Ｃ （南東敷地境界）    (７) 

小 黒 飯 Ｃ （白浜トンネル北口） (８) 

神 野 浦 Ｃ （集落南西道路脇）  (９) 

日  引 Ｃ （旧日引小学校）    (10) 

青  郷 Ｃ （青郷小学校）   (11) 

高  浜 Ｃ （高浜小学校）   (12) 

和  田 Ｃ （和田小学校）   (13) 

田  井 Ｃ （田井グラウンド）       (14) 

夕 潮 台 Ｃ （夕潮台公園）   (15) 

広 

域 

地 

区 

疋  田 Ａ （愛発公民館）        (１) 

白  山 Ａ （白山小学校）      (２) 

白  崎 Ａ （越前市白崎公園）   (３) 

瓜  生 Ａ （越前市瓜生水と緑公園）    (４) 

今  立 Ａ （越前市今立歴史民俗資料館） (５) 

宇 津 尾 Ａ （広野地区農業集落排水処理施設）  (６) 

湯  尾 Ａ （南越消防組合南消防署）    (７) 

南  条 Ａ （南越前町役場）   (８) 

古  木 Ａ （南越前町ふるさと交流センターきらめき）  (９) 

今  庄 Ｂ （南越前町今庄総合事務所前国道脇）(10) 

米  ノ Ａ （越前南部地区漁業集落排水処理施設）(11)

織  田 Ａ （織田中学校）      (12) 

玉  川 Ａ （越前町玉川地区集会施設）   (13) 

越 前 厨 Ｄ  （城崎小学校脇)    (14) 

新  庄 Ｃ （日吉神社）       (15) 

三  重 Ａ （名田庄総合運動場）  (16) 

納 田 終 Ａ （頭巾山青少年旅行村） (17) 

名 田 庄 Ｃ （若狭消防署名田庄分署）    (18) 

神  子 Ａ （若狭町みさき漁村体験施設） (19) 

三    方 Ｃ （若狭町役場三方庁舎） (20) 

鳥  羽 Ａ （鳥羽小学校）     (21) 

熊  川 Ａ （道の駅若狭熊川宿）  (22) 

上  中 Ｃ （上中体育館）          (23) 

表 ３-２-１ 空間放射線量率および大気浮遊じんの連続測定地点
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表 ３-２-２ 積算線量測定地点 

敦 

賀 

・ 

白

木 

・

美

浜 

地 

区 

 

手 ノ 浦 Ｂ３ △ （舟幸寺）                (１) 

  沓   Ｂ６ △ （常福寺）                 (２) 

鞠   山  Ａ  △ （敦賀港内公園）              (３) 

松   島  Ａ  △  (松原公園駐車場)            (４) 

名   子 Ｂ２ △ （名子バス停）              (５) 

元 比 田 Ｄ  ◇ （集落掲示板横）             (６) 

馬 背 川 Ｃ３ △ （ポンプ場）               (７) 

菅   浜 Ｃ３ △ （旧菅浜小学校）              (８) 

大   谷 Ａ５ △ （八幡神社）                  (９) 

 

大

飯 

・ 

高 

浜 

地 

区 

 

宮   留 Ｃ４ △  (宮留区生活改善センター横)       (１) 

畑   村  Ｃ  △ （えこあいらんど)              (２) 

河   村  Ｃ  △ （はまかぜ交流センター)         (３) 

西   村 Ｃ２ △ （西村ﾄﾝﾈﾙ南口県道脇)          (４) 

野   尻  Ａ  △  (大飯中学校)              (５) 

三   森 Ａ  △ （おおい町シイタケ菌床培養センター)    (６) 

神   野 Ｃ  △ （桃源寺)                 (７) 

若   宮 Ｃ  △ （区内グラウンド)             (８) 

下 車 持 Ａ  △ （道の駅シーサイド高浜）        (９) 

今   寺 Ａ  △ （集落内共同作業場）          (10) 

白   井  Ｃ  △ （白井集会場）                (11) 

上   瀬 Ｃ  △ （山神神社）               (12) 

六 路 谷 Ａ５ △  (ふれあい会館）              (13) 

坂   田 Ａ  △  (坂田ＧＴ内公園）             (14) 

関   屋 Ａ  △ （関屋区集会場）            (15) 

西   勢 Ｃ  △ （民宿つどい前ゲートボール場）     (16) 

仏   谷 Ａ  △ （仏谷地区排水処理施設）        (17) 

泊   Ｃ３ △ （集落内郵便ポスト付近）        (18) 

 

△：電子線量計で測定 

◇：ガラス線量計で測定 
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表 ３-２-３ 環境試料採取地点
 

 

(注１) ＊の地点は採取のみ行い、必要に応じて測定を  

行う。 

(注２）図と各測定結果の採取地点欄に示している。 

項目 地区 採 取 地 点 

農

畜

  

原

乳 

美浜 山 上 

指 

標 

植 

物 

ヨ 

モ 

ギ 

 
敦賀 
白木 
美浜 
大飯 
高浜 
広域 

 
浦 底    
白 木    
竹 波    
日角浜    
小黒飯   
福井市原目町 
 

松 

葉 

 
敦賀 
美浜 
大飯 
高浜 
広域 

 
浦 底   （明神寮） 
丹 生   （奥浦公園入口付近） 
畑 村   （県道脇） 
小黒飯   （白浜トンネル上） 
福井市寮町 （農業試験場） 
 

 
陸 
 
 

土 
 

 
敦賀 
 

白木 
 

美浜 
 

大飯 
 

高浜 
 

広域 
 

 
明神町   （猪ヶ池野鳥園） 
浦 底   （明神寮） 
白 木   （川崎重工事務所） 
松ケ崎   （機構ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞｽﾃｰｼｮﾝ） 
竹 波   （高那弥神社） 
丹 生   （関電丹生寮） 
宮 留   （県テレメ観測局横） 
畑 村   （県道脇） 
神野浦   （気比神社） 
小黒飯   （白浜トンネル上） 
福井市原目町（衛環研） 

降 
 

下 
 

物 

 
敦賀 

 
白木 
 

美浜 
 

大飯 
 

高浜 
 

広域 

 
明神町   （敦賀原子力館） 
浦 底   （明神寮） 
白 木   （川崎重工事務所） 
松ケ崎   （機構ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞｽﾃｰｼｮﾝ） 
竹 波   （落合川取水場） 
丹 生   （関電丹生寮） 
宮 留   （県テレメ観測局） 
日角浜   （ヴィラ大島） 
小黒飯   （県テレメ観測局） 
小和田   （小和田ポンプ所） 
福井市原目町（福井分析管理室） 

大 
 

気 
 

中 
 

水 
 

分 

 
敦賀 

 
 
 
 

白木 
 

美浜 
 

大飯 
 

高浜 
 

広域 

 
立 石Ａ    （県テレメ観測局）     
猪ヶ池Ｂ    （原電ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞﾎﾟｽﾄ)   
浦 底Ａ    （県テレメ観測局）     
浦 底Ｂ    （原電ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞｽﾃｰｼｮﾝ)   
色ヶ浜Ｂ    （原電ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞｽﾃｰｼｮﾝ) 
白 木Ａ    （県テレメ観測局） 
白木峠Ａ    （県テレメ観測局）   
竹 波Ａ    （県テレメ観測局） 
竹 波    （落合川取水場） 
宮 留Ａ    （県テレメ観測局） 
日角浜    （関電ﾓﾆﾀﾎﾟｽﾄ横） 
小黒飯Ａ    （県テレメ観測局） 
神野浦     （関電ﾓﾆﾀﾎﾟｽﾄ横） 
福井市原目町（福井分析管理室） 
 

項目 地区 採 取 地 点 

 
  大
ヨ気 
ウ中
素  
131 

 
敦賀 
白木 
美浜 
大飯 
 

高浜 
 

 
浦 底Ａ   （県テレメ観測局） 
白 木Ａ   （県テレメ観測局） 
竹 波Ａ    （県テレメ観測局） 
宮 留Ａ    （県テレメ観測局） 
日角浜Ａ    （県テレメ観測局） 
小黒飯Ａ    （県テレメ観測局） 
神野浦Ａ  （県テレメ観測局） 
 

浮 
 
遊 
 
じ 
 
ん 

 
敦賀 
 
 
 
 

白木 
 
 

美浜 
 
 

大飯 
 
 

高浜 
 
 
 
 

 
立 石Ａ  （県テレメ観測局）* 
立 石Ｂ  （原電ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞｽﾃｰｼｮﾝ) 
浦 底Ａ   （県テレメ観測局） 
浦 底Ｂ  （原電ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞｽﾃｰｼｮﾝ) 
色ヶ浜Ｂ   （原電ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞｽﾃｰｼｮﾝ) 
白  木Ａ   （県テレメ観測局） 
白木峠Ａ  （県テレメ観測局）* 
松ケ崎Ｄ   （機構ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞｽﾃｰｼｮﾝ） 
丹 生Ａ  （県テレメ観測局）* 
丹 生    （関電ﾓﾆﾀﾎﾟｽﾄ横） 
竹 波Ａ   （県テレメ観測局） 
宮 留Ａ   （県テレメ観測局） 
宮 留     (関電ﾓﾆﾀﾎﾟｽﾄ横) 
日角浜Ａ  （県テレメ観測局） 
音 海Ａ  （県テレメ観測局）* 
音 海    (関電ﾓﾆﾀﾎﾟｽﾄ横) 
小黒飯Ａ   （県テレメ観測局）  
小黒飯    （関電ﾓﾆﾀﾎﾟｽﾄ横） 
神野浦Ａ  （県テレメ観測局） 
 

陸 
 
水 

 
敦賀 
白木 
美浜 
 

大飯 
高浜 
 
 

 
   
白 木   （民家） 
丹 生    （民家） 
菅 浜   （菅浜多目的広場） 
宮 留    （民家） 
音 海    （民家） 
神野浦   （区集会所） 
日 引   （日引漁港） 
 

農  
 
畜 
 
産 
  
物 

大 
 
根 
 
葉 

 
敦賀 
白木 
美浜 
大飯 
高浜 

 
浦 底 
白 木 
丹 生 
長 井 
山 中 
 

精 
 
米 
 

 
敦賀 
美浜 
大飯 
高浜 

 
沓 見 
菅 浜 
長 井 
東三松 
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＜表 ３-３-１に関する注釈＞ 
１ 2019年度（令和元年度）以降に生じた設置地点の状況変化等を以下に示す。 

（１） 県（Ａ） 

①  遠敷Ａ、疋田Ａ、南条Ａ、神子Ａおよび鳥羽Ａは、2020 年３月に同一敷地内におい

て金属筐体状の簡易型観測局からアルミ製固定観測局に移転・建替えを行ったため、測

定条件が変化した。参考のため、移転・建替え前後の統計値を表１に示す。 
 

表 １ 観測局移転・建替に伴う線量率の変化          単位：nGy/h 

観測局 最高値 最低値 
平均値 

（Ｍ） 

標準

偏差

（σ） 

Ｍ＋３σを超 えた

原因とその時間 

降雨 その他 

遠敷Ａ 

建替前 58.7 42.2 44.9 2.6 12 0 

建替後 53.4 33.8 36.0 2.7 14 0 

３月全期間 58.7 33.8 40.0 5.2 6 0 

疋田Ａ 

建替前 103.1 68.7 75.9 4.8 11 0 

建替後 108.5 79.0 83.3 3.6 11 0 

３月全期間 108.5 68.7 80.0 5.6 5 0 

南条Ａ 

建替前 88.1 62.4 67.2 3.0 7 0 

建替後 74.2 43.5 48.7 4.3 10 0 

３月全期間 88.1 43.5 57.1 10.0 1 0 

神子Ａ 

建替前 84.9 62.5 66.3 3.1 9 0 

建替後 64.6 48.4 50.3 2.2 10 0 

３月全期間 84.9 48.4 57.5 8.4 1 0 

鳥羽Ａ 

建替前 68.1 45.1 48.7 2.9 9 0 

建替後 76.9 46.7 50.7 3.2 12 0 

３月全期間 76.9 45.1 49.8 3.2 17 0 
※ 建替前は 3/1 1時～3/14 24時、建替後は 3/15 1時～3/31 24時の集計データを示す。 

 
②  立石Ａは、2022 年６月から設置された工事用の足場により周辺環境が変化し、線量

率が低下している。（継続中） 
 

（２） 関電（Ｃ） 
①  田井Ｃは、2019年９月下旬から 2020年３月にかけて原子力災害対策施設整備工事が  

行われ周辺環境が変化した。 

 
②  宮留Ｃ、西津Ｃ、名田庄Ｃは、2021年３月に測定装置の更新およびコンクリート製観  

測局からアルミ製観測局に移転・建替えを行ったため、測定条件が変化した。参考のた

め、測定装置の更新および観測局移転・建替え前後の統計値を表２に示す。 
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表 ２ 測定装置の更新および観測局移転・建替に伴う線量率の変化 単位：nGy/h 

観測局 最高値 最低値 
平均値 

（Ｍ） 

標準

偏差

（σ） 

Ｍ＋３σを超 えた

原因とその時間 

降雨 その他 

宮留Ｃ 

移転・建替前 68.6 36.6 39.4 7.7 1 0 

移転・建替後 49.7 19.3 21.7 3.4 13 0 

３月全期間 68.6 19.3 22.3 4.9 19 4 

西津Ｃ 

移転・建替前 50.0 33.1 34.6 4.0 1 0 

移転・建替後 62.1 35.1 37.6 3.1 21 0 

３月全期間 62.1 33.1 37.5 3.2 21 0 

名田庄Ｃ 

移転・建替前 58.1 41.1 43.0 3.9 1 0 

移転・建替後 51.9 28.7 31.9 3.2 17 0 

３月全期間 58.1 28.7 32.3 3.9 16 0 
※建替前は 3/1～3/2、建替後は 3/3～3/31、全期間は 3/1～3/31(欠測期間を除く)の集計デ

ータを示す。 

 
③  大飯地区および広域地区の以下の観測局は、2021年３月に測定装置の更新およびコン  

クリート製観測局からアルミ製観測局に建替えを行ったため、測定条件が変化した。参

考のため、測定装置の更新および観測局建替え前後の統計値を表３に示す。 

 

表 ３ 測定装置の更新および観測局建替に伴う線量率の変化   単位：nGy/h 

観測局 最高値 最低値 
平均値 

（Ｍ） 

標準

偏差

（σ） 

Ｍ＋３σを超 えた

原因とその時間 

降雨 その他 

日角浜Ｃ 

建替前 68.5 34.8 37.7 8.3 1 0 

建替後 57.6 21.1 24.5 3.8 14 0 

３月全期間 68.5 21.1 25.0 4.7 13 0 

本郷Ｃ 

建替前 56.3 37.4 39.1 4.4 1 0 

建替後 49.9 26.7 29.9 2.8 16 0 

３月全期間 56.3 26.7 30.2 3.4 17 0 

鹿野Ｃ 

建替前 58.2 38.9 40.7 4.6 1 0 

建替後 57.5 27.0 29.8 3.5 15 0 

３月全期間 58.2 27.0 30.2 4.1 16 0 

川上Ｃ 

建替前 59.6 46.9 48.4 3.0 1 0 

建替後 58.7 33.4 37.6 2.9 15 0 

３月全期間 59.6 33.4 38.0 3.5 16 0 

加斗Ｃ 

建替前 68.3 42.9 45.1 5.9 1 0 

建替後 60.6 29.9 33.8 3.1 17 0 

３月全期間 68.3 29.9 34.2 3.9 15 0 

小浜Ｃ 

建替前 66.8 41.4 43.7 5.9 1 0 

建替後 58.7 27.4 30.6 3.4 14 0 

３月全期間 66.8 27.4 31.1 4.2 15 0 
 

 

-42-



表 ３ 測定装置の更新および観測局建替に伴う線量率の変化（つづき） 

単位：nGy/h 

観測局 最高値 最低値 
平均値 

（Ｍ） 

標準

偏差

（σ） 

Ｍ＋３σを超 えた

原因とその時間 

降雨 その他 

堅海Ｃ 

建替前 63.7 35.7 37.9 6.5 1 0 

建替後 49.0 24.3 26.7 3.1 18 0 

３月全期間 63.7 24.3 27.1 3.8 16 0 

上中Ｃ 

建替前 55.7 37.4 39.1 4.1 1 0 

建替後 48.1 20.9 23.3 3.3 20 0 

３月全期間 55.7 20.9 23.9 4.4 22 13 
※建替前は 3/1～3/2、建替後は 3/3～3/31、全期間は 3/1～3/31(欠測期間を除く)の集計デ

ータを示す。 
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２ 観測局の気象観測について 
観測局に気象観測装置（雨量計、感雨計）が実装されている局、またはその近傍に併設され

ている局は表４のとおりである。 
                  

表 ４ 気象観測装置を設置または併設した観測局一覧 

地区 観 測 局 名 称 

敦賀 
立石Ａ 浦底Ａ 敦賀Ａ  東郷Ａ 粟野Ａ 縄間Ｄ 赤崎Ｄ 杉津Ｂ 

大良Ａ 河野Ａ 板取Ａ 甲楽城Ｂ     

白木 白木Ａ 白木峠Ａ 松ヶ崎Ｄ      

美浜 丹生Ａ  竹波Ａ 坂尻Ａ 久々子Ａ 竹波Ｃ＊ 郷市Ｃ   

大飯 
宮留Ａ 日角浜Ａ 長井Ａ 佐分利Ａ 日角浜Ｃ 本郷Ｃ 小浜Ａ 阿納尻Ａ 

口名田Ａ 小浜Ｃ       

高浜 音海Ａ 小黒飯Ａ 神野浦Ａ 山中Ａ 三松Ａ 神野浦Ｃ 高浜Ｃ＊ 夕潮台Ｃ＊  

広域 

疋田Ａ 白山Ａ 白崎Ａ 瓜生Ａ 今立Ａ 宇津尾Ａ 湯尾Ａ 南条Ａ 

古木Ａ 今庄Ｂ 米ノＡ 織田Ａ 玉川Ａ 越前厨Ｄ 新庄Ｃ＊ 三重Ａ 

納田終Ａ 名田庄Ｃ 神子Ａ 三方Ｃ＊ 鳥羽Ａ 熊川Ａ 上中Ｃ  

＊：線量率連続測定地点から幾分離れて気象観測装置が設置されているもの。 

 
気象観測装置が設置されていない局については、表５のように近くの地点で気象観測装置（雨

量計と感雨計）が設置されている局等で代用している。 
 

表 ５ 気象観測装置代用局一覧 
測定地点 代 用 局 測定地点 代 用 局 

ふげん北Ｄ 
立  石Ｂ 
立石山頂Ｂ 
ふげん西Ｄ 
猪 ヶ 池Ｂ 
浦  底Ｂ 
水 試 裏Ｂ 
色 ヶ 浜Ｂ 

敦賀発電所気象露場 

佐  田Ｃ 
早  瀬Ｃ 
日  向Ｃ 

郷市Ｃ 

宮  留Ｃ 日角浜Ｃ 
川  上Ｃ 
鹿  野Ｃ 本郷Ｃ 

遠   敷Ａ アメダス小浜観測所［気象庁］ 
（福井県若狭合同庁舎） 

五  幡Ｂ 杉津Ｂ 加  斗Ｃ 
西  津Ｃ 
堅  海Ｃ 

小浜Ｃ 
阿  曽Ｄ 赤崎Ｄ 

白 木ⅠＤ 
白 木ⅡＤ 
白 木ⅢＤ 
白 木ⅣＤ 

もんじゅ気象露場 
田 ノ 浦Ｃ 
音  海Ｃ 
小 黒 飯Ｃ 
日  引Ｃ 
田  井Ｃ 

神野浦Ｃ 

奥  浦Ｃ 
丹  生Ｃ 
丹 生 寮Ｃ 
竹  波Ｃ 
菅  浜Ｃ 

落合川ポンプ場 
青  郷Ｃ 
高  浜Ｃ 
和  田Ｃ 

高浜（旧高浜町役場東） 

夕 潮 台Ｃ 舞鶴（関電舞鶴技術サービスセンター） 
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＜表 ３-３-２に関する注釈＞ 
 

積算線量は過去５ヶ年の平均値と比較して評価するため、2022年度の測定地点に関する 2017年

度以降に生じた設置地点の状況変化を以下に示す。 
 

（１）2017年度の状況変化 

なし 
 
（２）2018年度の状況変化 

なし 
 
（３）2019年度の状況変化 

   なし 
 
（４）2020年度の状況変化 

なし 
 
（５）2021年度の状況変化 

①2018年度に実施した平常時モニタリング実施内容の見直しに伴う積算線量測定地点の再配

置に従い、2021年度第 1四半期より下記の測定地点で測定を開始した。 

測定開始地点：鞠山Ａ、松島Ａ、元比田Ｄ、畑村Ｃ、河村Ｃ、野尻Ａ、三森Ａ、神野Ｃ、若

宮Ｃ、下車持Ａ、今寺Ａ、白井Ｃ、上瀬Ｃ、坂田Ａ、関屋Ａ、西勢Ｃ、仏谷

Ａ 

  ②監視センターは 2021年度第 1四半期から電子線量計を採用したことから、大谷Ａ４、六路

谷Ａ４について、2021年度第 1四半期より地点番号をひとつ進め、それぞれ大谷Ａ５、六

路谷Ａ５とした。 

  ③関西電力は 2021年度第 1四半期から電子線量計を採用したことから、馬背川Ｃ２、菅浜Ｃ

２、宮留Ｃ３、西村Ｃ１、泊Ｃ２について、2021年度第 1四半期より地点番号をひとつ進

め、それぞれ馬背川Ｃ３、菅浜Ｃ３、宮留Ｃ４、西村Ｃ２、泊Ｃ３とした。 
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表 Ⅰ-２ 各発電所の発電停止状況（2022年 12月末現在） 

施 設 名 
発電停止状況 そ の 他 

年月日 概  要 年月日 概  要 

日本原電㈱ 
敦賀発電所 

２号機 
 

11. 8.29～ 第 18回定期検査作業実施中 
・福島第一原子力発電所事故を踏

まえた安全性向上対策対応および

新規制基準等対応中 

 なし 
 

関西電力㈱ 
美浜発電所 

３号機 
 

 なし  なし 

関西電力㈱ 
大飯発電所 

３号機 
 

22. 8.23～ 
22.12.18 

第 19回定期検査作業実施  
22.12.18～ 

 
調整運転開始 

４号機 
 

 なし  なし 

関西電力㈱ 
高浜発電所 

１号機 
 

11. 1.10～ 第 27回定期検査作業実施中 
・福島第一原子力発電所事故を踏

まえた安全性向上対策対応および

新規制基準等対応中 

 なし 

２号機 
 

11.11.25～ 第 27回定期検査作業実施中 
・福島第一原子力発電所事故を踏

まえた安全性向上対策対応および

新規制基準等対応中 

 なし 

３号機 
 

 なし  なし 

４号機 
 

22. 6. 8～ 
22.11. 6 

第 24回定期検査作業実施 

 

 
22.11. 6～ 
22.12. 1～ 

 
調整運転開始 
第 24 回定期検査を終了し、営

業運転を再開 
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表 Ⅰ-３ 各発電所の廃止措置作業状況（2022年 12月末現在） 
施 設 名 区分 年月日 概  要 

敦賀発電所１号機 
廃止措置 

17. 4.19 

17. 4.19～ 

22.10. 3～ 

22.12. 1～ 

廃止措置計画認可 

廃止措置作業中 

取水口エリア解体工事実施中 

薬液注入ポンプ他解体工事実施中 

定期検査 22.11. 7～ 第５回定期事業者検査実施中 

新型転換炉原型炉 
ふげん＊ 

廃止措置 

08. 2.12 

08. 2.12～ 

22.10.11～ 

22.10.18 

22.10.31～ 

 

22.10.31～ 

 

 

22.11.28～ 

 

22.12.26～ 

 

廃止措置計画認可 

廃止措置作業中 

タービン建屋内の機器等の解体 

・水素ガス制御盤等の解体作業実施 

原子炉補助建屋内の機器等の解体撤去 

・廃棄物処理室内の機器等の解体撤去作業中 

屋外の機器等の解体 

・アスファルト固化装置のうちアスファルトタンク 

等の解体作業中 

原子炉補助建屋内の機器等の解体撤去 

・希ガスコントロールセンタ等の解体撤去作業中 

原子炉建屋内の機器等の解体撤去 

・大型機器等の解体撤去作業中 

定期検査 22.10. 3～ 第３回定期事業者検査実施中 

高速増殖原型炉 
もんじゅ 

廃止措置 

18. 3.28 

18. 3.28～ 

22. 6.24～ 

22.10.13 

廃止措置計画認可 

廃止措置作業中 

燃料体の処理（炉外燃料貯蔵槽→燃料池） 

定期検査 22.12.13～ 第３回定期事業者検査実施 

美浜発電所１号機 
廃止措置 

17. 4.19 

17. 4.19～ 

22.10.24～ 

22.11.28 

22.11.29～ 

22.12. 5～ 

22.12.12 

廃止措置計画認可 

廃止措置作業中 

原子炉周辺設備解体撤去の作業準備実施 

 

原子炉周辺設備解体撤去実施 

ケミカルアンカの長期健全性評価のためケミカル 

アンカの採取実施 

定期検査 22. 9.22～ 第５回定期事業者検査実施中 

美浜発電所２号機 
廃止措置 

17. 4.19 

17. 4.19～ 

22.10.24～ 

22.12.11 

22.12.12～ 

廃止措置計画認可 

廃止措置作業中 

原子炉周辺設備解体撤去の作業準備実施 

 

原子炉周辺設備解体撤去実施 

定期検査 22. 9.22～ 第５回定期事業者検査実施中 
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